
生き物の“かたち”を数理で探る 
-‐	  論文"On	  the	  growth	  and	  form	  of	  the	  gut"	  を起点にして -‐	
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私たちの腸はグニャグニャしている	

このループは一体なんだ？	

全く新しい発想を取り入れた	  
解析を行った	

Nature誌：ハーバード大学より2011年に発表	

形作りの謎を解いた	  
学際研究の金字塔！	
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[実験科学]ー[物理モデル]ー[数理計算]の協働を目指す	

腸とその周辺組織の“引っ
張り合う力”が釣り合って
腸ループが形成される	

離散モデルを用いた	  
数理シミュレーション	

物理モデル	  
ゴム板で腸ループを再現	

実験観察	 ニワトリ胚の腸ループ。
このパターンには個
体差がないので、腸
ループは遺伝的に決
まってるはずだ。	

スケール則	

→ a	  を極限まで小さくする	

本スタディグループでは、主にこの論文が扱っている、形作り（生物観察）、物理（弾性力学
など）、そして数理シミュレーションモデルについて、専門家を交えて理解し議論することを
目指します。セミナー形式で行い、スケジュールは参加者間で日程調整します。	

融合研究	


